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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　びまん性疾患の診断において、医用画像における臓器領域内の異常陰影の位置に基づい
て類似症例の医用画像を検索する場合に、
　前記異常陰影が前記臓器領域内の中枢部位に分布しているのか、該中枢部位とは異常陰
影の発生部位が異なる前記臓器領域内の末梢部位に分布しているのかが識別可能となるよ
うに、前記医用画像における前記臓器領域を、縦方向と横方向の長さが異なる四角形の画
像に写像し、
　写像後の前記異常陰影の前記四角形の画像内での位置を算出する、
　処理をコンピュータに実行させるための類似症例画像検索プログラム。
【請求項２】
　前記医用画像における前記臓器領域を前記四角形の画像に写像することで、前記中枢部
位の画素と前記末梢部位の画素とが離れた位置に配置されることを特徴とする請求項１に
記載の類似症例画像検索プログラム。
【請求項３】
　診断対象の前記医用画像における前記臓器領域を、前記四角形の画像に写像した場合の
、該臓器領域内の前記異常陰影の該四角形の画像内での位置を示す第１の座標と、
　検索対象の医用画像における臓器領域を、前記四角形の画像に写像した場合の、該臓器
領域内の異常陰影の該四角形の画像内での位置を示す第２の座標と、
　に基づいて、前記診断対象の医用画像に類似する医用画像を、検索対象の医用画像の中
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から検索する処理をコンピュータに実行させる請求項１または２に記載の類似症例画像検
索プログラム。
【請求項４】
　前記第１の座標と前記第２の座標との間の距離に基づいて、前記診断対象の医用画像に
類似する医用画像を、検索対象の医用画像の中から検索することを特徴とする請求項３に
記載の類似症例画像検索プログラム。
【請求項５】
　前記臓器領域は肺野領域であり、右肺について算出した前記第１の座標と前記第２の座
標との間の距離と、左肺について算出した前記第１の座標と前記第２の座標との間の距離
との合計値に基づいて、前記診断対象の医用画像に類似する医用画像を、検索対象の医用
画像の中から検索することを特徴とする請求項４に記載の類似症例画像検索プログラム。
【請求項６】
　前記臓器領域の輪郭のうち、前記中枢部位に対応する第１の輪郭を、前記四角形の画像
の輪郭の一部である第１の固定輪郭に写像し、前記末梢部位に対応する第２の輪郭を、前
記四角形の画像の輪郭のうち前記第１の輪郭に対向する位置の第２の固定輪郭に写像し、
　前記四角形の画像の輪郭のうち、前記第１の固定輪郭及び前記第２の固定輪郭を除く他
の輪郭は、前記第１の固定輪郭及び前記第２の固定輪郭よりも長いことを特徴とする請求
項１に記載の類似症例画像検索プログラム。
【請求項７】
　前記臓器領域の輪郭を縮小した縮小輪郭のうち、前記中枢部位に対応する第１の縮小輪
郭を、前記四角形の画像の輪郭を縮小した縮小輪郭の一部である第１の縮小固定輪郭に写
像し、前記末梢部位に対応する第２の縮小輪郭を、前記四角形の画像の輪郭を縮小した縮
小輪郭のうち、前記第１の縮小固定輪郭に対向する位置の第２の縮小固定輪郭に写像する
ことを特徴とする請求項６に記載の類似症例画像検索プログラム。
【請求項８】
　前記臓器領域の輪郭と、前記臓器領域の輪郭を縮小した前記縮小輪郭との間の領域を、
該輪郭及び該縮小輪郭からの相対位置が維持されるように、前記四角形の画像に写像する
ことを特徴とする請求項７に記載の類似症例画像検索プログラム。
【請求項９】
　前記臓器領域の輪郭を縮小したｎ番目の縮小輪郭と、前記臓器領域の輪郭を更に縮小し
た（ｎ＋１）番目の縮小輪郭との間の領域を、該ｎ番目の縮小輪郭上の該領域に近いサン
プル点及び該（ｎ＋１）番目の縮小輪郭上の該領域に近いサンプル点からの相対位置が維
持されるように、前記四角形の画像に写像することを特徴とする請求項７に記載の類似症
例画像検索プログラム。
【請求項１０】
　びまん性疾患の診断において、医用画像における臓器領域内の異常陰影の位置に基づい
て類似症例の医用画像を検索する類似症例画像検索装置であって、
　前記異常陰影が前記臓器領域内の中枢部位に分布しているのか、該中枢部位とは異常陰
影の発生部位が異なる前記臓器領域内の末梢部位に分布しているのかが識別可能となるよ
うに、前記医用画像における前記臓器領域を、縦方向と横方向の長さが異なる四角形の画
像に写像する写像部と、
　写像後の前記異常陰影の前記四角形の画像内での位置を算出する算出部と
　を有することを特徴とする類似症例画像検索装置。
【請求項１１】
　びまん性疾患の診断において、医用画像における臓器領域内の異常陰影の位置に基づい
て類似症例の医用画像を検索する場合に、
　前記異常陰影が前記臓器領域内の中枢部位に分布しているのか、該中枢部位とは異常陰
影の発生部位が異なる前記臓器領域内の末梢部位に分布しているのかが識別可能となるよ
うに、前記医用画像における前記臓器領域を、縦方向と横方向の長さが異なる四角形の画
像に写像し、
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　写像後の前記異常陰影の前記四角形の画像内での位置を算出する、
　処理をコンピュータが実行する類似症例画像検索方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、類似症例画像検索プログラム、類似症例画像検索装置及び類似症例画像検索
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、医療の現場では、診断対象の医用画像の症例に類似する過去の症例（類似症
例）を参照して診断を行う比較読影が行われており、類似症例の医用画像を検索する装置
として、類似症例画像検索装置が利用されている。
【０００３】
　比較読影の際に、読影医等にとって診断が困難な症例の一つにびまん性肺疾患が挙げら
れる。びまん性肺疾患とは、肺野領域の広範囲の機能が損なわれて異常陰影として現れる
疾患であり、形状及び分布が複雑かつ多岐にわたるといった特性がある。このため、孤立
性肺結節の癌等と比較して診断が困難であり、類似症例の医用画像の検索が重要となる。
【０００４】
　これに対して、例えば、下記特許文献１乃至３では、診断対象の医用画像内の各領域の
異常陰影の形状について算出した画像特徴量に基づいて、類似症例の医用画像を検索する
方式が提案されている。更に、下記特許文献４では、診断対象の医用画像内での異常陰影
の位置と類似した位置に異常陰影がある医用画像を検索する方式が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－４５１２１号公報
【特許文献２】特開２００７－２７５２１６号公報
【特許文献３】特開２００７－２８６９４５号公報
【特許文献４】特開２００６－３４５８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、びまん性肺疾患の場合、読影医等は、医用画像内の各領域の異常陰影そ
れぞれの形状の特徴だけでなく、肺野領域全体における異常陰影の分布の特徴も加味して
診断を行うことが多い。このため、上記特許文献１乃至３のように各異常陰影の画像特徴
量に基づいて医用画像を検索する方式では、類似症例の医用画像を検索することは困難で
ある。
【０００７】
　これに対して、特許文献４では、診断対象の医用画像内での異常陰影の位置を加味して
医用画像を検索する。しかしながら、びまん性肺疾患の場合、肺野領域の広範囲に異常陰
影が分布するという特性があり、異常陰影の位置が類似していなくても類似症例となるケ
ースもあれば、反対に、異常陰影の位置が類似していても、類似症例とはならないケース
もある。つまり、異常陰影の位置の類否を加味しても、類似症例の医用画像を検索するこ
とは困難である。
【０００８】
　一つの側面では、びまん性疾患について、類似症例の医用画像の検索を可能にする検索
技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　一態様によれば、類似症例画像検索プログラムは、
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　びまん性疾患の診断において、医用画像における臓器領域内の異常陰影の位置に基づい
て類似症例の医用画像を検索する場合に、
　前記異常陰影が前記臓器領域内の中枢部位に分布しているのか、該中枢部位とは異常陰
影の発生部位が異なる前記臓器領域内の末梢部位に分布しているのかが識別可能となるよ
うに、前記医用画像における前記臓器領域を、縦方向と横方向の長さが異なる四角形の画
像に写像し、
　写像後の前記異常陰影の前記四角形の画像内での位置を算出する、
　処理をコンピュータに実行させる。
【発明の効果】
【００１０】
　びまん性疾患について、類似症例の医用画像の検索を可能にする検索技術を提供できる
。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】ＣＴ画像処理システムの一例を示す図である。
【図２】類似症例画像検索装置のハードウェア構成を示す図である。
【図３】類似症例画像検索装置の表示画面の一例を示す第１の図である。
【図４】類似症例画像検索装置の表示画面の一例を示す第２の図である。
【図５】特徴量情報の一例を示す図である。
【図６】ＣＴ画像情報の一例を示す図である。
【図７】類似症例画像検索装置の登録部の機能構成の一例を示す図である。
【図８】陰影抽出部による陰影抽出処理の一例を示す図である。
【図９】分布変換部による輪郭抽出処理の一例を示す図である。
【図１０】分布変換部による境界点抽出処理の一例を示す図である。
【図１１】分布変換部による非線形写像処理の一例を示す図である。
【図１２】分布変換部による異常陰影ブロック写像処理の一例を示す図である。
【図１３】分布変換部による分布特徴量算出処理の一例を示す図である。
【図１４】類似症例画像検索装置の検索部の機能構成の一例を示す図である。
【図１５】照合部による照合処理の一例を示す図である。
【図１６】ＣＴ画像処理システムにおける類似症例画像検索処理のシーケンス図である。
【図１７】類似症例画像検索処理結果の一例を示す図である。
【図１８】分布変換部による非線形写像処理の他の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、各実施形態について添付の図面を参照しながら説明する。なお、本明細書及び図
面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については、同一の符号を付する
ことにより重複した説明を省く。
【００１３】
　［第１の実施形態］
　＜ＣＴ画像処理システムのシステム構成＞
　はじめに、第１の実施形態における類似症例画像検索装置を含むＣＴ画像処理システム
について説明する。図１は、ＣＴ画像処理システムの一例を示す図である。
【００１４】
　ＣＴ画像処理システム１００は、ＣＴ（Computed　Tomography）装置１１０と類似症例
画像検索装置１２０と画像データベース（以下、データベースをＤＢと略す）１３０とを
有する。ＣＴ装置１１０と類似症例画像検索装置１２０とは配線１１１を介して接続され
ており、両装置間では各種データの送受信が行われる。また、類似症例画像検索装置１２
０と画像ＤＢ１３０とは配線１１２を介して接続されており、両装置間においても各種デ
ータの送受信が行われる。
【００１５】
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　ＣＴ装置１１０は、放射線等を利用して患者の体内を走査し、コンピュータを用いて処
理することで、医用画像として、患者のスライス画像であるＣＴ画像を生成する（以下、
このような処理を“ＣＴ画像を撮影する”と称する）。ＣＴ装置１１０は、撮影したＣＴ
画像を類似症例画像検索装置１２０に送信する。
【００１６】
　類似症例画像検索装置１２０には、類似症例画像検索プログラムがインストールされて
おり、類似症例画像検索プログラムがコンピュータにより実行されることで、類似症例画
像検索装置１２０は類似症例画像検索部１４０として機能する。
【００１７】
　類似症例画像検索部１４０は、登録部１４１と、検索部１４２と、表示制御部１４３と
を有する。登録部１４１は、ＣＴ装置１１０において撮影されたＣＴ画像を、画像ＤＢ１
３０に格納するとともに、当該ＣＴ画像について、分布特徴量（詳細は後述）を算出し、
特徴量情報ＤＢ１５０に格納する。
【００１８】
　検索部１４２は、ＣＴ装置１１０において撮影された診断対象のＣＴ画像について分布
特徴量を算出する。また、検索部１４２は、特徴量情報ＤＢ１５０の検索対象の中から、
算出した分布特徴量に類似する分布特徴量を検索することで、診断対象のＣＴ画像の症例
に類似する類似症例のＣＴ画像を検索する。また、検索部１４２は、検索したＣＴ画像を
識別する識別子を表示制御部１４３に通知する。
【００１９】
　表示制御部１４３は、読影医等が、診断対象のＣＴ画像について比較読影を行うための
表示画面を表示する。表示画面には、診断対象のＣＴ画像を表示するための表示機能が含
まれる。また、表示画面には、読影医等が、診断対象のＣＴ画像の症例に類似する類似症
例のＣＴ画像を検索するための指示機能が含まれる。更に、表示画面には、検索部１４２
からの通知に基づいて画像ＤＢ１３０から読み出したＣＴ画像を、診断対象のＣＴ画像と
対比表示するための対比表示機能が含まれる。
【００２０】
　画像ＤＢ１３０は、ＣＴ装置１１０において撮影されたＣＴ画像を格納する。また、画
像ＤＢ１３０、格納したＣＴ画像を、類似症例画像検索装置１２０からの指示に基づき、
類似症例画像検索装置１２０に送信する。
【００２１】
　＜類似症例画像検索装置のハードウェア構成＞
　次に、類似症例画像検索装置１２０のハードウェア構成について説明する。図２は、類
似症例画像検索装置のハードウェア構成を示す図である。図２に示すように、類似症例画
像検索装置１２０は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）２０１、ＲＯＭ（Read　Onl
y　Memory）２０２、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）２０３を備える。ＣＰＵ２０１
とＲＯＭ２０２とＲＡＭ２０３とは、いわゆるコンピュータを形成する。
【００２２】
　また、類似症例画像検索装置１２０は、補助記憶装置２０４、接続装置２０５、表示装
置２０６、操作装置２０７、ドライブ装置２０８を備える。なお、類似症例画像検索装置
１２０の各ハードウェアは、バス２０９を介して相互に接続されている。
【００２３】
　ＣＰＵ２０１は、補助記憶装置２０４に格納された各種プログラム（例えば、類似症例
画像検索プログラム等）を実行する。
【００２４】
　ＲＯＭ２０２は不揮発性メモリである。ＲＯＭ２０２は、補助記憶装置２０４に格納さ
れた各種プログラムをＣＰＵ２０１が実行するために必要な各種プログラム、データ等を
格納する主記憶部として機能する。具体的には、ＲＯＭ２０２は、ＢＩＯＳ（Basic　Inp
ut/Output　System）やＥＦＩ（Extensible　Firmware　Interface）等のブートプログラ
ム等を格納する。
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【００２５】
　ＲＡＭ２０３は揮発性メモリであり、ＤＲＡＭ（Dynamic　Random　Access　Memory）
やＳＲＡＭ（Static　Random　Access　Memory）等を含む。ＲＡＭ２０３は、補助記憶装
置２０４に格納された各種プログラムがＣＰＵ２０１によって実行される際に展開される
、作業領域を提供する主記憶部である。
【００２６】
　補助記憶装置２０４は、類似症例画像検索装置１２０にインストールされた各種プログ
ラムや、各種プログラムが実行されることで生成されるデータ等を記録するコンピュータ
読み取り可能な補助記憶部である。特徴量情報ＤＢ１５０は、補助記憶装置２０４におい
て実現される。
【００２７】
　接続装置２０５は、ＣＴ装置１１０及び画像ＤＢ１３０と接続され、ＣＴ装置１１０及
び画像ＤＢ１３０との間で、各種データの送受信を行う。表示装置２０６は、表示制御部
１４３による制御のもとで、読影医等が診断対象のＣＴ画像について比較読影を行う際に
用いる表示画面を表示する。操作装置２０７は、読影医が類似症例画像検索装置１２０に
対して行う各種操作を受け付ける。
【００２８】
　ドライブ装置２０８は記録媒体２１０をセットするためのデバイスである。ここでいう
記録媒体２１０には、ＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク、光磁気ディスク等のように
情報を光学的、電気的あるいは磁気的に記録する媒体が含まれる。あるいは、記録媒体２
１０には、ＲＯＭ、フラッシュメモリ等のように情報を電気的に記録する半導体メモリ等
が含まれていてもよい。
【００２９】
　なお、補助記憶装置２０４に格納される各種プログラムは、例えば、配布された記録媒
体２１０がドライブ装置２０８にセットされ、該記録媒体２１０に記録された各種プログ
ラムがドライブ装置２０８により読み出されることでインストールされる。あるいは、補
助記憶装置２０４に格納される各種プログラムは、接続装置２０５を介してネットワーク
からダウンロードされることでインストールされてもよい。
【００３０】
　＜表示画面の表示例＞
　次に、表示制御部１４３により表示装置２０６に表示される表示画面について説明する
。図３及び図４は、類似症例画像検索装置の表示画面の一例を示す第１及び第２の図であ
る。
【００３１】
　図３に示すように、表示画面３００には、ＣＴ装置１１０により撮影された診断対象の
ＣＴ画像を表示する、診断対象画像表示領域３１０が含まれる。
【００３２】
　また、表示画面３００には、診断対象画像表示領域３１０に表示された診断対象のＣＴ
画像の症例に類似する類似症例のＣＴ画像を検索する際の検索条件を指定する、検索条件
指定領域３２０が含まれる。
【００３３】
　検索条件指定領域３２０は、診断対象のＣＴ画像より抽出される異常陰影のうち、所定
の種類の異常陰影について算出された分布特徴量に基づいて、特徴量情報ＤＢ１５０の検
索対象を検索することを、読影医等が指定するための指定領域である。
【００３４】
　なお、第１の実施形態において、ＣＴ装置１１０により撮影されたＣＴ画像より抽出さ
れる陰影は、画像特徴量に基づいて、５種類の異常陰影または１種類の通常陰影のいずれ
かに分類されるものとする。５種類の異常陰影には、“浸潤影”、“すりガラス影”、“
蜂巣影”、“嚢胞影”、“粒状影”が含まれるものとする。検索部１４２では、このうち
、５種類の異常陰影のいずれかを読影医等が指定した場合に、当該指定した異常陰影につ
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いて算出した分布特徴量に基づいて、特徴量情報ＤＢ１５０の検索対象を検索する。
【００３５】
　また、表示画面３００には、検索ボタン３３０が含まれる。検索ボタン３３０は、検索
部１４２に対して、検索条件に基づく検索を指示するためのボタンである。
【００３６】
　また、表示画面３００には、検索結果表示領域３４０が含まれる。検索結果表示領域３
４０には、診断対象のＣＴ画像について算出した分布特徴量に基づいて、特徴量情報ＤＢ
１５０の検索対象を検索した検索結果が表示される。
【００３７】
　また、表示画面３００には、類似症例検索結果表示領域３５０が含まれる。類似症例検
索結果表示領域３５０には、検索結果表示領域３４０に表示された検索結果のうち、読影
医等により指定されたＣＴ画像が表示される。
【００３８】
　図３（ａ）は、表示画面３００の診断対象画像表示領域３１０に、ＣＴ装置１１０によ
り撮影された診断対象のＣＴ画像が表示された様子を示している。
【００３９】
　図３（ｂ）は、表示画面３００の診断対象画像表示領域３１０に、診断対象のＣＴ画像
が表示された状態で、検索条件指定領域３２０において、検索条件が指定された様子を示
している。図３（ｂ）の例は、検索条件として、“浸潤影”、“すりガラス影”が指定さ
れたことを示している。
【００４０】
　図３（ｂ）に示す状態で、読影医等により検索ボタン３３０が押圧されると、図４に示
す表示画面３００に遷移する。
【００４１】
　図４（ａ）は、検索ボタン３３０が押圧されたことで、検索部１４２により、特徴量情
報ＤＢ１５０の検索対象を検索することで得られた検索結果である、ＣＴ画像の識別子等
が検索結果表示領域３４０に表示された様子を示している。
【００４２】
　図４（ａ）に示すように、検索結果表示領域３４０に表示される検索結果には、情報の
項目として、“ＩＤ”、“サムネイル”、“類似度”が含まれる。“ＩＤ”には、検索部
１４２により検索された各ＣＴ画像を識別するための識別子が格納される。“サムネイル
”には、“ＩＤ”により識別されるＣＴ画像のサムネイル画像が表示される。“類似度”
には、検索部１４２により検索された各ＣＴ画像の、診断対象のＣＴ画像との分布特徴量
の類似度が格納される。なお、検索結果表示領域３４０に表示される複数の検索結果は、
類似度の高い順に配列されているものとする。
【００４３】
　図４（ｂ）は、検索結果表示領域３４０に表示された検索結果のうち、読影医等により
所定の検索結果が選択され、選択された検索結果に対応するＣＴ画像が、類似症例検索結
果表示領域３５０に表示された様子を示している。
【００４４】
　具体的には、図４（ｂ）の例は、類似度が最も高い検索結果（ＩＤ＝“ＩＤ００１”）
が選択されて、対応するＣＴ画像（類似症例のＣＴ画像）が類似症例検索結果表示領域３
５０に表示された様子を示している。これにより、読影医等は、診断対象のＣＴ画像の症
例に類似する類似症例のＣＴ画像を参照しながら、診断対象のＣＴ画像について診断を行
う比較読影を行うことができる。
【００４５】
　なお、表示画面３００の表示内容は図３、図４に示したものに限定されず、例えば、診
断対象の患者の患者情報が表示されてもよい。あるいは、類似症例検索結果表示領域３５
０に表示されたＣＴ画像に対応付けて画像ＤＢ１３０に格納された各種情報が表示されて
もよい。
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【００４６】
　＜特徴量情報ＤＢ及び画像ＤＢ＞
　次に、特徴量情報ＤＢ１５０に格納される特徴量情報及び画像ＤＢ１３０に格納される
ＣＴ画像情報の詳細について説明する。図５は、特徴量情報ＤＢに格納される特徴量情報
の一例を示す図である。
【００４７】
　図５に示すように、特徴量情報５００には、情報の項目として、“ＩＤ”、“サムネイ
ル画像”、“種類”、“個数”、“分布特徴量”が含まれる。
【００４８】
　“ＩＤ”には、画像ＤＢ１３０に格納されたＣＴ画像を識別するための識別子が格納さ
れる。“サムネイル画像”には、ＣＴ画像のサムネイル画像のファイル名が格納される。
“種類”には、ＣＴ画像より抽出された陰影の種類を示す情報が格納される。上述したと
おり、第１の実施形態では、ＣＴ画像より抽出された陰影は、５種類の異常陰影または１
種類の通常陰影のいずれかに分類される。このため、“種類”には、５種類の異常陰影と
、１種類の通常陰影とが格納される（なお、ここでは便宜上、異常陰影１～５としている
）。“個数”には、ＣＴ画像において、各種類の陰影と識別された後述するブロックの数
が格納される。
【００４９】
　また、“分布特徴量”には、ＣＴ画像より抽出された各陰影の座標（ｘ，ｙ）であって
、“個数”に格納された数に応じた数の座標が格納される。なお、“分布特徴量”に格納
される座標は、ＣＴ画像を、所定形状の画像に写像した場合の、写像後の画像における各
陰影の座標を指す。所定形状の画像とは、肺野領域内（臓器領域内）の第１の部位（中枢
部位）と、該第１の部位とは発生部位が組織的に異なる第２の部位（末梢部位）のいずれ
の部位に異常陰影が分布しているのかが識別可能となる形状を有する画像である。なお、
第１の実施形態において、所定形状の画像は、長方形の画像として説明する。
【００５０】
　図６は、画像ＤＢに格納されるＣＴ画像情報の一例を示す図である。図６に示すように
、ＣＴ画像情報６００には、情報の項目として、“ＩＤ”、　“画像”、“患者情報”、
“診断結果”、“診断者”が含まれる。
【００５１】
　“ＩＤ”には、画像ＤＢ１３０に格納されたＣＴ画像を識別するための識別子が格納さ
れる。“画像”には、ＣＴ画像ファイルのファイル名が格納される。“患者情報”には、
ＣＴ画像が撮影された患者についての詳細情報（患者ＩＤ、氏名、年齢、性別等）が格納
される。“診断結果”には、ＣＴ画像についての診断結果が格納される。“診断者”には
、対応するＣＴ画像について、診断を行った読影医を識別するためのＩＤが格納される。
【００５２】
　なお、画像ＤＢに格納されるＣＴ画像についての診断は、ＣＴ画像の撮影時に行われて
も、撮影後の所定のタイミングで行われてもよい。また、診断結果に加えて、当該患者に
対する処置の内容や処置後の状態等の各種情報を診断結果と対応付けて格納してもよい。
【００５３】
　＜類似症例画像検索装置の登録部の機能構成＞
　次に、類似症例画像検索装置１２０の各部（登録部１４１、検索部１４２、表示制御部
１４３）のうち、登録部１４１と検索部１４２について順次詳細を説明する。はじめに、
登録部１４１の詳細について説明する。
【００５４】
　図７は、類似症例画像検索装置の登録部の機能構成の一例を示す図である。図７に示す
ように、登録部１４１は、陰影抽出部７１０と分布変換部７２０とを有する。
【００５５】
　読影医等が登録部１４１を起動し、患者情報を入力した後に、ＣＴ装置１１０にて当該
患者についてのＣＴ画像の撮影が行われると、登録部１４１の陰影抽出部７１０及び分布



(9) JP 6805736 B2 2020.12.23

10

20

30

40

50

変換部７２０が動作する。
【００５６】
　陰影抽出部７１０は、ＣＴ装置１１０により撮影されたＣＴ画像（例えば、ファイル名
＝“ＩＭＡＧＥ００１”）を取得し、ＩＤを付したうえで患者情報ととともに、画像ＤＢ
１３０に格納する。また、陰影抽出部７１０は、取得したＣＴ画像から陰影を抽出する陰
影抽出処理を行う。
【００５７】
　具体的には、陰影抽出部７１０は、まず、ＣＴ画像を、指定された大きさのグリッドに
区切ることで、部分画像（以下、“ブロック”と称す）を生成する。また、陰影抽出部７
１０は、生成したブロックごとに、ブロック内に含まれる各画素の輝度値を統計処理する
ことで算出される多次元ベクトルを、画像特徴量として抽出する。更に、陰影抽出部７１
０は、抽出した多次元ベクトルに基づいて、各ブロックが、いずれの陰影（浸潤影、すり
ガラス影、蜂巣影、嚢胞影、粒状影、通常）に該当するかを識別する。
【００５８】
　なお、抽出した多次元ベクトルに基づいて、各ブロックがいずれの陰影に該当するかを
識別するにあたり、陰影抽出部７１０は、予めそれぞれの陰影（浸潤影、すりガラス影、
蜂巣影、嚢胞影、粒状影、通常）を示す代表ベクトルを算出しているものとする。陰影抽
出部７１０は、各ブロックより抽出した多次元ベクトルと、予め算出したそれぞれの陰影
を示す代表ベクトルとの距離を算出することで、最も距離が短い代表ベクトルに対応する
陰影を識別する。
【００５９】
　陰影抽出部７１０は、識別した陰影のブロックの数を、陰影の種類ごとにカウントし、
ＣＴ画像のＩＤ及びサムネイル画像とともに、特徴量情報５００に格納する。
【００６０】
　分布変換部７２０は、輪郭抽出部７２１、境界点抽出部７２２、非線形写像部７２３、
異常陰影ブロック写像部７２４、分布特徴量算出部７２５を有する。分布変換部７２０が
有する各部７２１～７２５が動作することで、分布変換部７２０は、陰影抽出部７１０に
より生成されたＣＴ画像内の各ブロックを、長方形の画像に写像するとともに、写像後の
画像における各ブロックの座標を算出する。
【００６１】
　具体的には、輪郭抽出部７２１は輪郭抽出処理を行い、ＣＴ画像より肺野領域の輪郭を
抽出する。また、輪郭抽出部７２１は、抽出した輪郭を縮小することで得られる縮小輪郭
（第１の縮小輪郭と称する）を抽出する。更に、輪郭抽出部７２１は、抽出した第１の縮
小輪郭を縮小することで得られる第２の縮小輪郭を抽出する。以下、同様に、輪郭抽出部
７２１は、第ｎの縮小輪郭（ｎは３以上の整数）まで抽出する。
【００６２】
　境界点抽出部７２２は、輪郭抽出部７２１により抽出された肺野領域の輪郭から、中枢
部位と末梢部位とを分けるための境界点を抽出する境界点抽出処理を行う。境界点抽出部
７２２は、ＣＴ画像内の左右の肺野領域それぞれから、中枢部位の両端部を示す境界点を
２点、末梢部位の両端部を示す境界点を２点抽出する。
【００６３】
　なお、境界点抽出部７２２は、第１乃至第ｎの縮小輪郭についても同様の処理を行い、
それぞれの縮小輪郭から、中枢部位の両端部を示す境界点を２点、末梢部位の両端部を示
す境界点を２点抽出する。
【００６４】
　非線形写像部７２３は非線形写像処理を行い、輪郭抽出部７２１により抽出された肺野
領域の輪郭のうち、中枢部位の輪郭を、中枢部位の両端部を示す境界点が、長方形の画像
の輪郭の２つの頂点位置に配置されるように写像する。また、非線形写像部７２３は、輪
郭抽出部７２１により抽出された肺野領域の輪郭のうち、末梢部位の輪郭を、末梢部位の
両端部を示す境界点が、長方形の画像の輪郭の他の２つの頂点位置に配置されるように写
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像する。
【００６５】
　更に、非線形写像部７２３は、第１乃至第ｎの縮小輪郭についても、同様の方法により
、縮小長方形の輪郭に写像する。なお、縮小長方形の輪郭とは、長方形の画像の輪郭を縮
小することで得られる輪郭である。
【００６６】
　異常陰影ブロック写像部７２４は、写像部の一例であり、異常陰影ブロック写像処理を
行い、非線形写像部７２３により写像された肺野領域の輪郭及び第１乃至第ｎの縮小輪郭
の間に位置する各ブロックを、長方形の画像に写像する。異常陰影ブロック写像部７２４
は、肺野領域の輪郭及び第１乃至第ｎの縮小輪郭に対する各ブロックの位置関係が、写像
の前後において維持されるように、各ブロックを長方形の画像に写像する。
【００６７】
　分布特徴量算出部７２５は、算出部の一例であり、分布特徴量算出処理を行い、異常陰
影ブロック写像部７２４により写像された各ブロックの、写像後の位置（長方形の画像に
おけるｘ座標及びｙ座標）を、分布特徴量として算出する。また、分布特徴量算出部７２
５は、ＣＴ画像のＩＤと対応付けて特徴量情報５００に格納する。
【００６８】
　＜類似症例画像検索装置の登録部の処理の具体例＞
　次に、類似症例画像検索装置１２０の登録部１４１による各処理の具体例について説明
する。はじめに、登録部１４１の陰影抽出部７１０による陰影抽出処理について説明する
。図８は、陰影抽出部による陰影抽出処理の具体例を示す図である。
【００６９】
　図８（ａ）は、陰影抽出部７１０がＣＴ装置１１０より取得した、ＣＴ画像の一例を示
している。図８（ａ）に示すように、ＣＴ画像８００には、患者の右肺の肺野領域８１０
と、患者の左肺の肺野領域８２０とが含まれる。ＣＴ画像８００上のグリッド（例えば、
グリッド８３０等）は、陰影抽出部７１０により生成されたブロックを示している。
【００７０】
　図８（ｂ）は、陰影抽出部７１０により、生成された各ブロックがいずれの陰影に該当
するかを識別した様子を示している。図８（ｂ）に示す各ブロックのうち、太線で示した
ブロック（例えば、ブロック８４０、８５０）は、異常陰影（例えば、浸潤影）と識別さ
れたブロックであることを示している。一方、太線で示したブロック（例えば、ブロック
８４０、８５０）以外のブロックは、通常陰影と識別されたブロックであることを示して
いる。
【００７１】
　続いて、分布変換部７２０の輪郭抽出部７２１による輪郭抽出処理について説明する。
図９は、分布変換部による輪郭抽出処理の具体例を示す図である。図９（ａ）は、分布変
換部７２０の輪郭抽出部７２１により輪郭抽出処理が行われる前のＣＴ画像８００を示し
ている。一方、図９（ｂ）は、分布変換部７２０の輪郭抽出部７２１が、ＣＴ画像８００
より肺野領域８１０、８２０を抽出し、肺野領域８１０、８２０の輪郭９１１、９１２を
抽出した様子を示している。
【００７２】
　続いて、分布変換部７２０の境界点抽出部７２２による境界点抽出処理について説明す
る。図１０は、分布変換部による境界点抽出処理の具体例を示す図である。分布変換部７
２０の境界点抽出部７２２は、左右の肺野領域８１０、８２０について、それぞれ重心を
算出し、更に、算出した重心の中点１０１１を算出する（図１０（ａ）参照）。
【００７３】
　また、境界点抽出部７２２は、中点１０１１を中心とする所定サイズの楕円１０２１を
求め、肺野領域８１０、８２０の輪郭９１１、９１２との交点を算出する（図１０（ｂ）
参照）。
【００７４】
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　また、境界点抽出部７２２は、楕円１０２１と輪郭９１１、９１２との交点を、中枢部
位の両端を示す境界点１０３１、１０３２、１０５１、１０５２として抽出する（図１０
（ｃ）参照）。
【００７５】
　また、境界点抽出部７２２は、輪郭９１１の全長に所定係数（α）をかけあわせること
で長さＬ１を算出し、輪郭９１１上の位置であって、境界点１０５１から反時計回りに長
さＬ１離れた位置を特定する。また、輪郭９１１上の位置であって、境界点１０３１から
時計回りに長さＬ１離れた位置を特定する（図１０（ｄ））。
【００７６】
　同様に、境界点抽出部７２２は、輪郭９１２の全長に所定係数（α）をかけあわせるこ
とで長さＬ２を算出し、輪郭９１２上の位置であって、境界点１０５２から時計回りに長
さＬ２離れた位置を特定する。また、輪郭９１２上の位置であって、境界点１０３２から
反時計回りに長さＬ２離れた位置を特定する（図１０（ｄ））。
【００７７】
　また、境界点抽出部７２２は、境界点１０３１から時計回りに長さＬ１離れた位置を境
界点１０７１、境界点１０５１から反時計回りに長さＬ１離れた位置を境界点１０７２と
して抽出する（図１０（ｅ））。また、境界点抽出部７２２は、境界点１０３２から反時
計回りに長さＬ２離れた位置を境界点１０７３、境界点１０５２から時計回りに長さＬ２
離れた位置を境界点１０７４として抽出する（図１０（ｅ））。
【００７８】
　更に、境界点抽出部７２２は、輪郭９１１のうち、境界点１０３１と境界点１０５１と
を両端部とする輪郭１０８１を、右肺の中枢部位の輪郭として抽出する。また、境界点抽
出部７２２は、輪郭９１１のうち、境界点１０７１と境界点１０７２とを両端部とする輪
郭１０８２を、右肺の末梢部位の輪郭として抽出する。
【００７９】
　また、境界点抽出部７２２は、輪郭９１２のうち、境界点１０３２と境界点１０５２と
を両端部とする輪郭１０８３を、左肺の中枢部位の輪郭として抽出する。また、境界点抽
出部７２２は、輪郭９１２のうち、境界点１０７３と境界点１０７４とを両端部とする輪
郭１０８４を、左肺の末梢部位の輪郭として抽出する。
【００８０】
　続いて、分布変換部７２０の非線形写像部７２３による非線形写像処理について説明す
る。図１１は、分布変換部による非線形写像処理の具体例を示す図である。図１１（ａ）
に示すように、分布変換部７２０の非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２により抽
出された輪郭１０８１を、長方形の画像１１１０の輪郭の一部である固定輪郭に写像する
。具体的には、中枢部位の両端部を示す境界点１０３１、１０５１が、長方形の画像１１
１０の輪郭の２つの頂点１１１１、１１１２に配置されるように、輪郭１０８１を写像す
る。
【００８１】
　また、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２により抽出された輪郭１０８２を、
長方形の画像１１１０の輪郭の一部である他方の固定輪郭に写像する。具体的には、末梢
部位の両端部を示す境界点１０７１、１０７２が、長方形の画像１１１０の輪郭の２つの
頂点１１１３、１１１４に配置されるように、輪郭１０８２を写像する。
【００８２】
　なお、写像するにあたり非線形写像部７２３は、輪郭１０８１、１０８２よりサンプル
点を等間隔で抽出し、各サンプル点が写像先で等間隔になるように写像する（図１１（ｂ
）の丸印参照）。
【００８３】
　また、図１１（ａ）に示すように、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２により
抽出された輪郭１０８３を、長方形の画像１１２０の輪郭の一部である固定輪郭に写像す
る。具体的には、中枢部位の両端部を示す境界点１０３２、１０５２が、長方形の画像１
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１２０の輪郭の２つの頂点１１２１、１１２２に配置されるように、輪郭１０８３を写像
する。
【００８４】
　また、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２により抽出された輪郭１０８４を、
長方形の画像１１２０の輪郭の一部である他方の固定輪郭に写像する。具体的には、末梢
部位の両端部を示す境界点１０７３、１０７４が、長方形の画像１１２０の輪郭の２つの
頂点１１２３、１１２４に配置されるように、輪郭１０８４を写像する。
【００８５】
　なお、写像するにあたり非線形写像部７２３は、輪郭１０８３、１０８４よりサンプル
点を等間隔で抽出し、各サンプル点が写像先で等間隔になるように写像する（図１１（ｂ
）の丸印参照）。
【００８６】
　また、図１１（ａ）に示すように、非線形写像部７２３は、境界点１０５１と境界点１
０７２との間の輪郭１１３１を、長方形の画像１１１０の輪郭の一部である固定輪郭に写
像する。具体的には、境界点１０５１と境界点１０７２が、長方形の画像１１１０の輪郭
の２つの頂点１１１２、１１１４に配置されるように、輪郭１１３１を写像する。
【００８７】
　また、非線形写像部７２３は、境界点１０３１と境界点１０７１との間の輪郭１１３２
を、長方形の画像１１１０の輪郭の一部である他方の固定輪郭に写像する。具体的には、
境界点１０３１と境界点１０７１が、長方形の画像１１１０の輪郭の２つの頂点１１１１
、１１１３に配置されるように、輪郭１１３２を写像する。
【００８８】
　なお、写像するにあたり非線形写像部７２３は、輪郭１１３１、１１３２よりサンプル
点を等間隔で抽出し、各サンプル点が写像先で等間隔になるように写像する（図１１（ｂ
）の丸印参照）。
【００８９】
　同様に、非線形写像部７２３は、境界点１０５２と境界点１０７４との間の輪郭１１３
３を、長方形の画像１１２０の輪郭の一部である固定輪郭に写像する。具体的には、境界
点１０５２と境界点１０７４が、長方形の画像１１２０の輪郭の２つの頂点１１２２、１
１２４に配置されるように、輪郭１１３３を写像する。
【００９０】
　また、非線形写像部７２３は、境界点１０３２と境界点１０７３との間の輪郭１１３４
を、長方形の画像１１２０の輪郭の一部である他方の固定輪郭に写像する。具体的には、
境界点１０３２と境界点１０７３が、長方形の画像１１２０の輪郭の２つの頂点１１２１
、１１２３に配置されるように、輪郭１１３４を写像する。
【００９１】
　なお、写像するにあたり非線形写像部７２３は、輪郭１１３３、１１３４よりサンプル
点を等間隔で抽出し、各サンプル点が写像先で等間隔になるように写像する（図１１（ｂ
）の丸印参照）。
【００９２】
　また、図１１（ｃ）に示すように、非線形写像部７２３は、右肺の第１の縮小輪郭１１
４１及び左肺の第１の縮小輪郭１１４２についても上記と同様の処理を行い、縮小長方形
１１５０、１１６０の輪郭の一部である縮小固定輪郭に写像する。ここで、右肺では、境
界点１０３１、１０５１、１０７１、１０７２に対応する点を縮小輪郭１１４１上で、そ
れぞれの点に最も近い点として求める。また、左肺でも、境界点に対応する点を同様に求
める。なお、写像するにあたり非線形写像部７２３は、右肺の第１の縮小輪郭１１４１及
び左肺の第１の縮小輪郭１１４２よりサンプル点を等間隔で抽出する。そして、非線形写
像部７２３は、各サンプル点が縮小長方形１１５０、１１６０の輪郭の一部である縮小固
定輪郭において等間隔になるように写像する。
【００９３】
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　更に、非線形写像部７２３は、右肺の第２乃至第ｎの縮小輪郭及び左肺の第２乃至第ｎ
の縮小輪郭についても同様の処理を行い、右肺の第２乃至第ｎ及び左肺の第２乃至第ｎの
縮小長方形の輪郭の一部である縮小固定輪郭にそれぞれ写像する。なお、写像するにあた
り非線形写像部７２３は、右肺の第２乃至第ｎの縮小輪郭及び左肺の第２乃至第ｎの縮小
輪郭よりサンプル点を等間隔で抽出する。そして、非線形写像部７２３は、各サンプル点
が、第２乃至第ｎの縮小長方形の輪郭の一部である縮小固定輪郭それぞれにおいて等間隔
になるように写像する。
【００９４】
　続いて、分布変換部７２０の異常陰影ブロック写像部７２４による異常陰影ブロック写
像処理について説明する。図１２は、分布変換部による異常陰影ブロック写像処理の具体
例を示す図である。上述したとおり、分布変換部７２０の異常陰影ブロック写像部７２４
は、非線形写像部７２３により写像された長方形の画像１１１０、１１２０の輪郭及び第
１乃至第ｎの縮小輪郭の間に位置する各ブロックを、長方形の画像１１１０、１１２０に
写像する。このとき、異常陰影ブロック写像部７２４は、長方形の画像１１１０、１１２
０の輪郭及び第１乃至第ｎの縮小輪郭に対する各ブロックの位置関係が、写像の前後にお
いて維持されるように、各ブロックを長方形の画像１１１０、１１２０に写像する。
【００９５】
　図１２を用いて具体的に説明する。図１２（ａ）の符号１２１０は、ＣＴ画像８００の
一部を拡大して示した画像であり、サンプル点１２１１、１２１２は、右肺の第１の縮小
輪郭上のサンプル点であり、サンプル点１２２１、１２２２は、右肺の第２の縮小輪郭上
のサンプル点である。また、ブロックＸは、サンプル点１２１１、１２１２、１２２１、
１２２２により囲まれた位置にあるブロックである。
【００９６】
　異常陰影ブロック写像部７２４は、ブロックＸを写像するにあたり、ブロックＸを囲む
サンプル点１２１１～１２２２のうち、距離の近い点３点（サンプル点１２１２、１２２
１、１２２２）を抽出する（図１２（ａ）参照）。また、異常陰影ブロック写像部７２４
は、非線形写像部７２３により写像された写像先のサンプル点１２１２’、１２２１’、
１２２２’の、長方形の画像１１１０上の位置を特定する（図１２（ｂ）参照）。なお、
図１２（ｂ）の符号１２１０’は、長方形の画像１１１０の一部を拡大して示した画像で
ある。
【００９７】
　更に、異常陰影ブロック写像部７２４は、３つのサンプル点１２１２、１２２１、１２
２２に対するブロックＸの相対位置を算出する。異常陰影ブロック写像部７２４は、算出
した相対位置が維持されるように、ブロックＸを長方形の画像１１１０に写像する（図１
２（ｂ）参照）。
【００９８】
　異常陰影ブロック写像部７２４は、肺野領域８１０、８２０内の全てのブロックを、同
様の方法により長方形の画像１１１０、１１２０に写像する。
【００９９】
　続いて、分布変換部７２０の分布特徴量算出部７２５による分布特徴量算出処理につい
て説明する。図１３は、分布変換部による分布特徴量算出処理の具体例を示す図である。
異常陰影ブロック写像部７２４が、肺野領域８１０、８２０内の全てのブロックについて
、長方形の画像１１１０、１１２０に写像した後、分布特徴量算出部７２５は、異常陰影
の長方形の画像１１１０、１１２０上での座標を算出する。
【０１００】
　図１３において、長方形の画像１１１０、１１２０上のブロック８４０、８５０等は、
それぞれ、異常陰影ブロック写像部７２４によりＣＴ画像８００より抽出された異常陰影
のブロック８４０、８５０等の写像後の位置を示している。分布特徴量算出部７２５は、
長方形の画像１１１０、１１２０上における各異常陰影のブロック８４０、８５０等の座
標を算出し、分布特徴量として特徴量情報５００に格納する。
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【０１０１】
　＜類似症例画像検索装置の検索部の機能構成＞
　次に、類似症例画像検索装置１２０の各部（登録部１４１、検索部１４２、表示制御部
１４３）のうち、検索部１４２の詳細について説明する。
【０１０２】
　図１４は、類似症例画像検索装置の検索部の機能構成の一例を示す図である。図１４に
示すように、検索部１４２は、陰影抽出部１４１０と分布変換部１４２０と照合部１４３
０とを有する。
【０１０３】
　読影医等が検索部１４２を起動し、患者情報を入力した後に、ＣＴ装置１１０にて当該
患者についてのＣＴ画像の撮影が行われると、表示制御部１４３は、撮影されたＣＴ画像
を診断対象のＣＴ画像として表示画面３００に表示する。表示制御部１４３により表示画
面３００が表示され、読影医等により各種指示が入力されることで、検索部１４２の陰影
抽出部１４１０、分布変換部１４２０、照合部１４３０が動作する。
【０１０４】
　なお、陰影抽出部１４１０及び分布変換部１４２０は、診断対象のＣＴ画像について処
理を行うことのほかは、図７に示した登録部１４１の陰影抽出部７１０及び分布変換部７
２０が行う処理と同様の処理を行うため、ここでは説明を省略する。
【０１０５】
　照合部１４３０は照合処理を行い、診断対象のＣＴ画像に基づいて算出された、異常陰
影の分布特徴量と、特徴量情報ＤＢ１５０の検索対象（画像ＤＢ１３０に格納された各Ｃ
Ｔ画像に含まれる異常陰影の分布特徴量）との間の総合類似度を算出する。照合部１４３
０は、右肺について算出した類似度と、左肺について算出した類似度とを足し合せること
で、合計値（総合類似度）を算出する。また、異常陰影の種類が複数の場合、照合部１４
３０は、異常陰影の種類ごとに類似度を算出し、各種類の異常陰影について算出した類似
度を足し合せることで、合計値（総合類似度）を算出する。ただし、検索条件として、特
定の種類の異常陰影が指定されていた場合には、指定された種類の異常陰影について算出
した類似度を総合類似度とする。第１の実施形態において、照合部１４３０は、例えば、
Ｅａｒｔｈ　Ｍｏｖｅｒ’ｓ　Ｄｉｓｔａｎｃｅを用いて分布特徴量の類似度を算出する
。
【０１０６】
　また、照合部１４３０はソート処理を行い、特徴量情報ＤＢ１５０の検索対象に対応付
けられたＩＤ等について、総合類似度の高い順にソートする。これにより、診断対象のＣ
Ｔ画像について算出した分布特徴量に類似する分布特徴量が検索されたことになる。更に
、照合部１４３０は、総合類似度の高い検索対象に対応付けられたＩＤ等を検索結果とし
て、表示制御部１４３に通知する。
【０１０７】
　＜類似症例画像検索装置の検索部の処理の具体例＞
　次に、類似症例画像検索装置１２０の検索部１４２による各処理のうち、照合部１４３
０による照合処理の具体例について説明する。図１５は、照合部による照合処理の具体例
を示す図である。
【０１０８】
　図１５において、ＣＴ画像１５００は、陰影抽出部１４１０がＣＴ装置１１０より取得
した診断対象のＣＴ画像の一例である。また、長方形の画像１５１０、１５２０は、診断
対象のＣＴ画像１５００より抽出された異常陰影のブロックを、分布変換部１４２０が写
像した後の状態を示している。分布変換部１４２０は、長方形の画像１５１０、１５２０
内の異常陰影の各ブロック（例えば、ブロック１５４０、１５５０）の座標を、分布特徴
量として算出する。
【０１０９】
　一方、ＣＴ画像８００は、登録部１４１により分布特徴量が格納されたＣＴ画像であっ
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て、照合部１４３０がＣＴ画像１５００との総合類似度を算出する対象となるＣＴ画像で
ある。照合部１４３０は、特徴量情報ＤＢ１５０より分布特徴量を読み出して総合類似度
を算出するが、ここでは説明を分かり易くするため、読み出した分布特徴量に対応するＣ
Ｔ画像８００を示している。
【０１１０】
　図１５において、長方形の画像１１１０、１１２０は、ＣＴ画像８００より抽出された
異常陰影のブロックを、分布変換部７２０が写像した後の状態を示している。照合部１４
３０は、長方形の画像１１１０、１１２０内の異常陰影の各ブロック（例えば、ブロック
８４０、８５０）の座標を、分布特徴量として特徴量情報ＤＢ１５０より読み出す。
【０１１１】
　図１５に示すように、照合部１４３０は、診断対象のＣＴ画像１５００のうちの右肺の
長方形の画像１５１０より算出した分布特徴量と、ＣＴ画像８００のうちの右肺の長方形
の画像１１１０より算出した分布特徴量との間の類似度を算出する。具体的には、長方形
の画像１５１０内の異常陰影の各ブロック（例えば、ブロック１５４０）と、長方形の画
像１１１０内の異常陰影の各ブロック（例えば、ブロック８４０）との間の距離Ｄ１を、
Ｅａｒｔｈ　Ｍｏｖｅｒ’ｓ　Ｄｉｓｔａｎｃｅにより算出する。
【０１１２】
　また、照合部１４３０は、診断対象のＣＴ画像１５００のうちの左肺の長方形の画像１
５２０より算出した分布特徴量と、ＣＴ画像８００のうちの左肺の長方形の画像１１２０
より算出した分布特徴量との間の類似度を算出する。具体的には、長方形の画像１５２０
内の異常陰影の各ブロック（例えば、ブロック１５５０）と、長方形の画像１１２０内の
異常陰影の各ブロック（例えば、ブロック８５０）との間の距離Ｄ２を、Ｅａｒｔｈ　Ｍ
ｏｖｅｒ’ｓ　Ｄｉｓｔａｎｃｅにより算出する。
【０１１３】
　更に、照合部１４３０は、各肺ごとに算出した類似度を足し合せることで、総合類似度
を算出する。具体的には、照合部１４３０は、総合類似度として、Ｄ＝Ｄ１＋Ｄ２を算出
する。
【０１１４】
　＜ＣＴ画像処理システムにおける類似症例画像検索処理＞
　次に、ＣＴ画像処理システム１００における類似症例画像検索処理全体の流れについて
説明する。図１６は、ＣＴ画像処理システムにおける類似症例画像検索処理を示すシーケ
ンス図である。
【０１１５】
　図１６に示すように、類似症例画像検索処理は、登録フェーズと検索フェーズとに大別
することができる。はじめに、登録フェーズについて説明する。
【０１１６】
　ステップＳ１６０１において、ＣＴ装置１１０は、患者のＣＴ画像８００を撮影する。
ＣＴ画像８００の撮影に際して、類似症例画像検索装置１２０には、患者情報が入力され
る。
【０１１７】
　ステップＳ１６０２において、ＣＴ装置１１０は、撮影により得られたＣＴ画像８００
を、類似症例画像検索装置１２０の登録部１４１に送信する。
【０１１８】
　ステップＳ１６０３において、登録部１４１は、ＣＴ装置１１０より送信されたＣＴ画
像８００を取得し、識別子を付したうえで、患者情報とともに、画像ＤＢ１３０に格納す
る。なお、登録部１４１がＣＴ画像８００を画像ＤＢ１３０に格納するにあたり、読影医
等が、当該ＣＴ画像８００についての診断を行い、診断結果をあわせて格納するようにし
てもよい。
【０１１９】
　ステップＳ１６０４において、登録部１４１は、取得したＣＴ画像８００を複数のブロ
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ックに分割するとともに、各ブロックについて陰影の種類を識別する。
【０１２０】
　ステップＳ１６０５において、登録部１４１は、陰影の種類が識別された各ブロックを
長方形の画像１１１０、１１２０に写像することで、分布特徴量を算出する。
【０１２１】
　ステップＳ１６０６において、登録部１４１は、算出した分布特徴量を、ＣＴ画像８０
０の識別子と対応付けて、識別した陰影の種類ごとに特徴量情報ＤＢ１５０に格納する。
【０１２２】
　以上で、登録フェーズが完了する。なお、図１６は、登録フェーズにおける患者一人分
の処理の例であり、実際には、登録フェーズにおいて、複数患者分の処理が行われるもの
とする。
【０１２３】
　続いて、検索フェーズについて説明する。ステップＳ１６１１において、ＣＴ装置１１
０は、診断対象の患者のＣＴ画像１５００を撮影する。ＣＴ画像１５００の撮影に際して
、類似症例画像検索装置１２０には、診断対象の患者の患者情報が入力される。
【０１２４】
　ステップＳ１６１２において、ＣＴ装置１１０は、撮影により得られたＣＴ画像１５０
０を、類似症例画像検索装置１２０の検索部１４２に送信する。
【０１２５】
　ステップＳ１６１３において、検索部１４２は、ＣＴ装置１１０より送信されたＣＴ画
像１５００を取得する。また、検索部１４２は、取得したＣＴ画像１５００を表示制御部
１４３に通知する。
【０１２６】
　ステップＳ１６１４において、表示制御部１４３は、表示画面３００を表示し、検索部
１４２より通知されたＣＴ画像１５００を、表示画面３００の診断対象画像表示領域３１
０に表示する。
【０１２７】
　ステップＳ１６１５において、表示制御部１４３は、表示画面３００の検索条件指定領
域３２０において指定された検索条件を受け付ける。また、表示制御部１４３は、表示画
面３００の検索ボタン３３０を介して入力された検索指示を受け付ける。
【０１２８】
　ステップＳ１６１６において、表示制御部１４３は、受け付けた検索条件及び検索指示
を検索部１４２に通知する。
【０１２９】
　ステップＳ１６１７において、検索部１４２は、表示制御部１４３より検索指示の通知
を受けると、取得したＣＴ画像１５００を複数のブロックに分割し、検索条件に応じた種
類の異常陰影のブロック（例えば、ブロック１５４０、１５５０）を識別する。
【０１３０】
　ステップＳ１６１８において、検索部１４２は、ＣＴ画像１５００の各ブロックを長方
形の画像１５１０、１５２０に写像することで、検索条件に応じた種類の異常陰影のブロ
ック（例えば、ブロック１５４０、１５５０）の分布特徴量を算出する。
【０１３１】
　ステップＳ１６１９において、検索部１４２は、特徴量情報ＤＢ１５０より特徴量情報
５００を読み出す。
【０１３２】
　ステップＳ１６２０において、検索部１４２は、読み出した特徴量情報５００に含まれ
る各検索対象の分布特徴量と、ステップＳ１６１８において算出した診断対象のＣＴ画像
１５００の分布特徴量との間で総合類似度を算出する。また、検索部１４２は、算出した
総合類似度の高い順に、特徴量情報５００の各検索対象に対応付けられたＩＤ等をソート
する。
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【０１３３】
　ステップＳ１６２１において、検索部１４２は、総合類似度の高い所定数の検索対象に
対応付けられたＩＤ等と総合類似度とを、検索結果として、表示制御部１４３に通知する
。
【０１３４】
　ステップＳ１６２２において、表示制御部１４３は、検索部１４２より通知された検索
結果を、検索結果表示領域３４０に表示する。
【０１３５】
　ステップＳ１６２３において、表示制御部１４３は、検索結果表示領域３４０において
、読影医等により所定の検索結果が選択された場合に、ＣＴ画像表示指示として受け付け
る。
【０１３６】
　ステップＳ１６２４において、表示制御部１４３は、選択された検索結果に含まれるＩ
Ｄを特定し、特定したＩＤにより識別されるＣＴ画像８００を、画像ＤＢ１３０より読み
出す。
【０１３７】
　ステップＳ１６２５において、表示制御部１４３は、読み出したＣＴ画像８００を、類
似症例検索結果表示領域３５０に表示する。これにより、読影医等は、診断対象のＣＴ画
像１５００の症例に類似する類似症例のＣＴ画像８００を参照しながら、診断対象のＣＴ
画像１５００について診断を行うことができる。
【０１３８】
　＜類似症例画像検索処理結果＞
　次に、類似症例画像検索処理の処理結果について説明する。図１７は、類似症例画像検
索処理結果の一例を示す図である。図１７において、ＣＴ画像１５００は診断対象のＣＴ
画像であり、ＣＴ画像８００及びＣＴ画像１７００は、登録部１４１により分布特徴量が
特徴量情報ＤＢ１５０に登録されたＣＴ画像である。
【０１３９】
　図１７に示すように、診断対象のＣＴ画像１５００の場合、異常陰影のブロック（例え
ば、ブロック１５４０、１５５０等）は、肺野領域内の末梢部位に分布している。また、
登録部１４１により分布特徴量が登録されたＣＴ画像のうち、ＣＴ画像８００については
、異常陰影のブロック（例えば、ブロック８４０、８５０等）が肺野領域内の末梢部位に
分布している。一方、ＣＴ画像１７００については、異常陰影のブロック（例えば、ブロ
ック１７１０、１７２０等）が肺野領域内の中枢部位に分布している。
【０１４０】
　ここで、診断対象のＣＴ画像１５００より抽出された異常陰影のブロック（例えば、ブ
ロック１５４０、１５５０等）と、ＣＴ画像８００より抽出された異常陰影のブロック（
例えば、ブロック８４０、８５０等）との間の距離をＤ１０とする。つまり、距離Ｄ１０
は、異常陰影のブロックのＣＴ画像上の位置に基づいて算出された距離である。
【０１４１】
　また、診断対象のＣＴ画像１５００より抽出された異常陰影のブロック（例えば、ブロ
ック１５４０、１５５０等）と、ＣＴ画像１７００より抽出された異常陰影のブロック（
例えば、ブロック１７１０、１７２０等）との間の距離をＤ２０とする。つまり、距離Ｄ
２０は、異常陰影のブロックのＣＴ画像上の位置に基づいて算出された距離である。
【０１４２】
　距離Ｄ１０と距離Ｄ２０とを比較すると、距離Ｄ２０の方が距離が短い。つまり、ＣＴ
画像１５００における異常陰影のブロックの位置は、ＣＴ画像８００における異常陰影の
ブロックの位置よりも、ＣＴ画像１７００における異常陰影のブロックの位置に類似して
いる。このため、ＣＴ画像上の位置に基づいて類似度を算出した場合、ＣＴ画像１７００
の方が、高い類似度が算出されることとなり、ＣＴ画像８００が類似症例のＣＴ画像とし
て検索されなくなってしまう。
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【０１４３】
　ここで、ＣＴ画像１５００の異常陰影のブロックと、ＣＴ画像１７００の異常陰影のブ
ロックとは、比較的近い位置に分布しているが、前者は末梢部位に発生した異常陰影であ
り、後者は中枢部位に発生した異常陰影である。つまり、両者は、発生部位が組織的に異
なる異常陰影であり、類似症例のＣＴ画像ではない。
【０１４４】
　一方、ＣＴ画像１５００の異常陰影のブロックとＣＴ画像の８００の異常陰影のブロッ
クとは、比較的離れた位置に分布しているが、両者とも末梢部位に発生した異常陰影であ
る。つまり、発生部位が組織的に同じ異常陰影であり、類似症例のＣＴ画像である。
【０１４５】
　ここで、第１の実施形態における類似症例画像検索装置１２０の場合、元のＣＴ画像と
比較して、中枢部位と末梢部位との間の距離が離れるように各ブロックが写像されたうえ
で、分布特徴量が算出される。つまり、発生部位が組織的に異なる異常陰影が、より識別
しやすくなるようにＣＴ画像の写像が行われて、分布特徴量が算出される。
【０１４６】
　この結果、ＣＴ画像１５００の分布特徴量とＣＴ画像８００の分布特徴量とは類似する
こととなり、両者に基づいて算出される総合類似度Ｄは大きくなる。一方、ＣＴ画像１５
００の分布特徴量とＣＴ画像１７００の分布特徴量とは非類似となり、両者に基づいて算
出される総合類似度Ｄ’は小さくなる。つまり、ＣＴ画像８００が、類似症例のＣＴ画像
として検索されることになる。
【０１４７】
　以上の説明から明らかなように、びまん性肺疾患の場合、ＣＴ画像上の位置の類否に基
づく検索では、類似症例のＣＴ画像の検索が困難であった。これに対して、類似症例画像
検索装置１２０では、発生部位の組織的観点から所定形状の画像に写像したうえで異常陰
影の位置（分布特徴量）を算出し、当該分布特徴量を用いてＣＴ画像の検索を行う。これ
により、第１の実施形態における類似症例画像検索装置１２０によれば、びまん性肺疾患
について、類似症例のＣＴ画像の検索を可能にする検索技術を提供できる。
【０１４８】
　［第２の実施形態］
　上記第１の実施形態では、ＣＴ画像内の各ブロックを長方形の画像に写像するものとし
て説明した。しかしながら、写像先は長方形の画像に限定されない。
【０１４９】
　図１８は、分布変換部による非線形写像処理の他の一例を示す図である。図１８（ａ）
の例は、ＣＴ画像内の各ブロックを台形の画像に写像する場合を示している。図１８（ａ
）の場合、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２により抽出された輪郭１０８１を
、中枢部位の両端部を示す境界点１０３１、１０５１が、台形の画像１８１０の輪郭の２
つの頂点１８１１、１８１２に配置されるように写像する。また、非線形写像部７２３は
、境界点抽出部７２２により抽出された輪郭１０８２を、末梢部位の両端部を示す境界点
１０７１、１０７２が、台形の画像１８１０の輪郭の２つの頂点１８１３、１８１４に配
置されるように写像する。
【０１５０】
　なお、写像するにあたり非線形写像部７２３は、輪郭１０８１、１０８２よりサンプル
点を等間隔で抽出し、各サンプル点が写像先で等間隔になるように写像する。
【０１５１】
　また、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２により抽出された輪郭１０８３を、
中枢部位の両端部を示す境界点１０３２、１０５２が、台形の画像１８２０の輪郭の２つ
の頂点１８２１、１８２２に配置されるように写像する。また、非線形写像部７２３は、
境界点抽出部７２２により抽出された輪郭１０８４を、末梢部位の両端部を示す境界点１
０７３、１０７４が、台形の画像１８２０の輪郭の２つの頂点１８２３、１８２４に配置
されるように写像する。
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【０１５２】
　なお、写像するにあたり非線形写像部７２３は、輪郭１０８３、１０８４よりサンプル
点を等間隔で抽出し、各サンプル点が写像先で等間隔になるように写像する。
【０１５３】
　また、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２より抽出された輪郭１１３１を、境
界点１０５１、１０７２が、台形の画像１８１０の輪郭の２つの頂点１８１２、１８１４
に配置されるように写像する。また、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２より抽
出された輪郭１１３２を、境界点１０３１、１０７１が、台形の画像１８１０の輪郭の２
つの頂点１８１１、１８１３に配置されるように写像する。
【０１５４】
　なお、写像するにあたり非線形写像部７２３は、輪郭１１３１、１１３２よりサンプル
点を等間隔で抽出し、各サンプル点が写像先で等間隔になるように写像する。
【０１５５】
　また、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２より抽出された輪郭１１３３を、境
界点１０５２、１０７４が、台形の画像１８２０の輪郭の２つの頂点１８２２、１８２４
に配置されるように写像する。また、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２より抽
出された輪郭１１３４を、境界点１０３２、１０７３が、台形の画像１８２０の輪郭の２
つの頂点１８２１、１８２３に配置されるように写像する。
【０１５６】
　図１８（ｂ）の例は、ＣＴ画像内の各ブロックを２つの曲線と２つの直線により囲まれ
た所定形状の画像に写像する場合を示している。図１８（ｂ）の場合、非線形写像部７２
３は、境界点抽出部７２２により抽出された輪郭１０８１を、中枢部位の両端部を示す境
界点１０３１、１０５１が、所定形状の画像１８３０の輪郭の２つの頂点１８３１、１８
３２に配置されるように写像する。
【０１５７】
　また、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２により抽出された輪郭１０８２を、
末梢部位の両端部を示す境界点１０７１、１０７２が、所定形状の画像１８３０の２つの
頂点１８３３、１８３４に配置されるように写像する。
【０１５８】
　なお、写像するにあたり非線形写像部７２３は、輪郭１０８１、１０８２よりサンプル
点を等間隔で抽出し、各サンプル点が写像先で等間隔になるように写像する。
【０１５９】
　また、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２により抽出された輪郭１０８３を、
中枢部位の両端部を示す境界点１０３２、１０５２が、所定形状の画像１８４０の輪郭の
２つの頂点１８４１、１８４２に配置されるように写像する。また、非線形写像部７２３
は、境界点抽出部７２２により抽出された輪郭１０８４を、末梢部位の両端部を示す境界
点１０７３、１０７４が、所定形状の画像１８４０の輪郭の２つの頂点１８４３、１８４
４に配置されるように写像する。
【０１６０】
　なお、写像するにあたり非線形写像部７２３は、輪郭１０８３、１０８４よりサンプル
点を等間隔で抽出し、各サンプル点が写像先で等間隔になるように写像する。
【０１６１】
　また、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２より抽出された輪郭１１３１を、境
界点１０５１、１０７２が、台形の画像１８３０の輪郭の２つの頂点１８３２、１８３４
に配置されるように写像する。また、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２より抽
出された輪郭１１３２を、境界点１０３１、１０７１が、台形の画像１８３０の輪郭の２
つの頂点１８３１、１８３３に配置されるように写像する。
【０１６２】
　なお、写像するにあたり非線形写像部７２３は、輪郭１１３１、１１３２よりサンプル
点を等間隔で抽出し、各サンプル点が写像先で等間隔になるように写像する。
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【０１６３】
　また、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２より抽出された輪郭１１３３を、境
界点１０５２、１０７４が、台形の画像１８４０の輪郭の２つの頂点１８４２、１８４４
に配置されるように写像する。また、非線形写像部７２３は、境界点抽出部７２２より抽
出された輪郭１１３４を、境界点１０３２、１０７３が、台形の画像１８４０の輪郭の２
つの頂点１８４１、１８４３に配置されるように写像する。
【０１６４】
　このように、写像先の画像は、ＣＴ画像内において分布する異常陰影が、肺野領域内の
中枢部位に分布しているのか、末梢部位に分布しているのかが識別可能となる形状を有す
る画像であれば、長方形の画像に写像するのと同様の効果が得られる。つまり、発生部位
の組織的観点から算出した異常陰影の位置（分布特徴量）を用いて検索を行うことができ
るため、びまん性疾患について、類似症例のＣＴ画像の検索を可能にする検索技術を提供
できる。
【０１６５】
　［その他の実施形態］
　上記第１及び第２の実施形態では、ＣＴ画像内のブロックを写像する所定形状の画像の
縦横比について特に言及しなかったが、“縦の長さ＜横の長さ”を満たしていれば、任意
の縦横比を適用することが可能である。
【０１６６】
　また、上記第１及び第２の実施形態では、中枢部位及び末梢部位の輪郭を、所定形状の
画像の輪郭の一部として、縦の固定輪郭に写像するものとして説明した。しかしながら、
中枢部位及び末梢部位の輪郭を、所定形状の画像の輪郭の一部として、横の固定輪郭に写
像するようにしてもよい。写像先において、中枢部位の輪郭と末梢部位の輪郭とが、互い
に対向する位置の固定輪郭に写像されていれば、同様の効果が得られるからである。ただ
し、この場合、所定形状の画像の縦横比は、“縦の長さ＞横の長さ”を満たすことが必要
となる。
【０１６７】
　また、上記第１及び第２の実施形態では、特徴量情報５００とＣＴ画像情報６００とを
異なるＤＢに分けて格納する場合について説明したが、特徴量情報５００とＣＴ画像情報
６００とは、同じＤＢに格納してもよい。
【０１６８】
　また、上記第１及び第２の実施形態では、検索指示を受け付けてから診断対象のＣＴ画
像１５００について分布特徴量を算出するものとして説明したが、診断対象のＣＴ画像１
５００の分布特徴量は、検索指示を受け付ける前に算出しておいてもよい。
【０１６９】
　また、上記第１及び第２の実施形態では、びまん性肺疾患のＣＴ画像に適用する例を説
明したが、びまん性の疾患であれば、肺以外の臓器の疾患についてのＣＴ画像に適用して
もよい。
【０１７０】
　また、上記第１及び第２の実施形態では、医用画像としてＣＴ画像を表示する場合につ
いて説明したが、ＣＴ画像以外の医用画像（例えば、ＭＲＩ（Magnetic　resonance　ima
ging）画像）を表示する場合に適用してもよい。
【０１７１】
　なお、開示の技術では、以下に記載する付記のような形態が考えられる。
（付記１）
　びまん性疾患の診断において、医用画像における臓器領域内の異常陰影の位置に基づい
て類似症例の医用画像を検索する場合に、
　前記異常陰影が前記臓器領域内の第１の部位に分布しているのか、該第１の部位とは異
常陰影の発生部位が組織的に異なる第２の部位に分布しているのかが識別可能となるよう
に、前記医用画像における前記臓器領域を、所定形状の画像に写像し、
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　写像後の前記異常陰影の前記所定形状の画像内での位置を算出する、
　処理をコンピュータに実行させるための類似症例画像検索プログラム。
（付記２）
　前記医用画像における前記臓器領域を、前記第１の部位と前記第２の部位との距離が離
れるように写像することを特徴とする付記１に記載の類似症例画像検索プログラム。
（付記３）
　診断対象の前記医用画像における前記臓器領域を、前記所定形状の画像に写像した場合
の、該臓器領域内の前記異常陰影の該所定形状の画像内での位置を示す第１の座標と、
　検索対象の医用画像における臓器領域を、前記所定形状の画像に写像した場合の、該臓
器領域内の異常陰影の該所定形状の画像内での位置を示す第２の座標と、
　に基づいて、前記診断対象の医用画像に類似する医用画像を、検索対象の医用画像の中
から検索する処理をコンピュータに実行させる付記１または２に記載の類似症例画像検索
プログラム。
（付記４）
　前記第１の座標と前記第２の座標との間の距離に基づいて、前記診断対象の医用画像に
類似する医用画像を、検索対象の医用画像の中から検索することを特徴とする付記３に記
載の類似症例画像検索プログラム。
（付記５）
　前記臓器領域は肺野領域であり、右肺について算出した前記第１の座標と前記第２の座
標との間の距離と、左肺について算出した前記第１の座標と前記第２の座標との間の距離
との合計値に基づいて、前記診断対象の医用画像に類似する医用画像を、検索対象の医用
画像の中から検索することを特徴とする付記４に記載の類似症例画像検索プログラム。
（付記６）
　前記臓器領域の輪郭のうち、前記第１の部位に対応する第１の輪郭を、前記所定形状の
画像の輪郭の一部である第１の固定輪郭に写像し、前記第２の部位に対応する第２の輪郭
を、前記所定形状の画像の輪郭のうち前記第１の輪郭に対向する位置の第２の固定輪郭に
写像することを特徴とする付記１に記載の類似症例画像検索プログラム。
（付記７）
　前記臓器領域の輪郭を縮小した縮小輪郭のうち、前記第１の部位に対応する第１の縮小
輪郭を、前記所定形状の画像の輪郭を縮小した縮小輪郭の一部である第１の縮小固定輪郭
に写像し、前記第２の部位に対応する第２の縮小輪郭を、前記所定形状の画像の輪郭を縮
小した縮小輪郭のうち、前記第１の縮小固定輪郭に対向する位置の第２の縮小固定輪郭に
写像することを特徴とする付記６に記載の類似症例画像検索プログラム。
（付記８）
　前記臓器領域の輪郭と、前記臓器領域の輪郭を縮小した前記縮小輪郭との間の領域を、
該輪郭及び該縮小輪郭との位置関係が維持されるように、前記所定形状の画像に写像する
ことを特徴とする付記７に記載の類似症例画像検索プログラム。
（付記９）
　前記臓器領域の輪郭を縮小したｎ番目の縮小輪郭と、前記臓器領域の輪郭を更に縮小し
た（ｎ＋１）番目の縮小輪郭との間の領域を、該ｎ番目の縮小輪郭及び該（ｎ＋１）番目
の縮小輪郭との位置関係が維持されるように、前記所定形状の画像に写像することを特徴
とする付記７に記載の類似症例画像検索プログラム。
（付記１０）
　びまん性疾患の診断において、医用画像における臓器領域内の異常陰影の位置に基づい
て類似症例の医用画像を検索する類似症例画像検索装置であって、
　前記異常陰影が前記臓器領域内の第１の部位に分布しているのか、該第１の部位とは異
常陰影の発生部位が組織的に異なる第２の部位に分布しているのかが識別可能となるよう
に、前記医用画像における前記臓器領域を、所定形状の画像に写像する写像部と、
　写像後の前記異常陰影の前記所定形状の画像内での位置を算出する算出部と
　を有することを特徴とする類似症例画像検索装置。
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　びまん性疾患の診断において、医用画像における臓器領域内の異常陰影の位置に基づい
て類似症例の医用画像を検索する場合に、
　前記異常陰影が前記臓器領域内の第１の部位に分布しているのか、該第１の部位とは異
常陰影の発生部位が組織的に異なる第２の部位に分布しているのかが識別可能となるよう
に、前記医用画像における前記臓器領域を、所定形状の画像に写像し、
　写像後の前記異常陰影の前記所定形状の画像内での位置を算出する、
　処理をコンピュータが実行する類似症例画像検索方法。
【０１７２】
　なお、上記実施形態に挙げた構成等に、その他の要素との組み合わせ等、ここで示した
構成に本発明が限定されるものではない。これらの点に関しては、本発明の趣旨を逸脱し
ない範囲で変更することが可能であり、その応用形態に応じて適切に定めることができる
。
【符号の説明】
【０１７３】
１００　　：ＣＴ画像処理システム
１１０　　：ＣＴ装置
１２０　　：類似症例画像検索装置
１４０　　：類似症例画像検索部
１４１　　：登録部
１４２　　：検索部
１４３　　：表示制御部
３００　　：表示画面
５００　　：特徴量情報
６００　　：ＣＴ画像情報
７１０　　：陰影抽出部
７２０　　：分布変換部
７２１　　：輪郭抽出部
７２２　　：境界点抽出部
７２３　　：非線形写像部
７２４　　：異常陰影ブロック写像部
７２５　　：分布特徴量算出部
１４１０　：陰影抽出部
１４２０　：分布変換部
１４２１　：輪郭抽出部
１４２２　：境界点抽出部
１４２３　：非線形写像部
１４２４　：異常陰影ブロック写像部
１４２５　：分布特徴量算出部
１４３０　：照合部



(23) JP 6805736 B2 2020.12.23

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(24) JP 6805736 B2 2020.12.23

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(25) JP 6805736 B2 2020.12.23

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(26) JP 6805736 B2 2020.12.23

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(27) JP 6805736 B2 2020.12.23

【図１７】 【図１８】



(28) JP 6805736 B2 2020.12.23

10

20

30

フロントページの続き

(72)発明者  森脇　康貴
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号　富士通株式会社内
(72)発明者  杉村　昌彦
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号　富士通株式会社内
(72)発明者  遠藤　進
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号　富士通株式会社内
(72)発明者  馬場　孝之
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号　富士通株式会社内
(72)発明者  上原　祐介
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号　富士通株式会社内

    審査官  松岡　智也

(56)参考文献  特開２００６－０３４５８５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－１６７０４２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－２５０８１１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２８０２２９（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１５／０１５６９９（ＷＯ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２０１４／０１８４６０８（ＵＳ，Ａ１）　　
              山下　洋平　他，”３次元胸部ＣＴ画像を用いたびまん性肺疾患に対する類似画像検索”，信学
              技報，２０１４年，ＭＩ２０１３－１２５
              Sushravya Raghunath et al.，"Quantitative Stratification of Diffuse Parenchymal Lung D
              iseases"，PLOS One，２０１４年，Volume 9, Issue 3 ，e93229
              武部　浩明　他，”病変の性状と３次元分布に基づくＣＴ画像に対する類似症例画像検索”，信
              学技報，２０１７年，ＰＲＭＵ２０１７－３５、ＳＰ２０１７－１
              Alex M. Aisen et al.，"Automated Storage and Retrieval of Thin-Section CT Images to As
              sist Diagnosis: System Description and Preliminary Assessment"，Radiology，２００３年
              ，vol. 228, Number 1，pp.265-270

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　６／００－６／１４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

